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概　　　　要

【研究背景】院内で3度のクラスターを経験し
部門としての振り返りを行った。
【研究目的】回復期病棟コロナクラスター発生
時の社会福祉士（MSW）の役割について検討し
た。
【研究方法】３回のコロナクラスター時のM S
Wの役割を、①重症患者家族の転院調整、②入
院・退院予定患者の再調整、③面談・介助指
導・家屋調査・認定調査等の調整支援、④陰性
者と全家族への連絡、状況・対応策の説明、⑤
不安が増強する陰性患者や全家族の精神面サ
ポート、⑥クラスター予防の6項目として達成
率を検討した。
【結果】MSWの役割は１回目は重症患者の転院
調整、入院・退院予定患者の再調整を実施。2
回目は、1回目の項目に加え、面談・介助指
導・家屋調査・認定調査等の調整支援、陰性者
と全家族への連絡、状況・対応策の説明を実
施。3回目は、加えて不安が増強する陰性患者
や全家族の精神面サポートを実施することがで
きた。
【考察】感染者の状態、院内感染状況、今後の
リハ訓練について正確に把握し、家族へ情報を
報告し、患者と家族の安心と医療安全の支援が
必須。その為に感染対策会議への責任者の参画
が有効。不安が増強する患者や全家族の精神面
サポートが極めて重要であり、MSWは常にアセ
スメント力、サポート力向上の努力が必要。
MSWの特性を活かし丁寧な評価を実施して、病
院組織に理解を働きかけ、議論や検討すること
でメゾレベルでの患者・家族を支援する体制構
築が重要である。
【結論】不測時のMSWの役割はチーム医療連携
の橋渡し機能であり、医療の質に極めて重要で
あり、MSWの専門性、特性を活かし、さらに橋
渡し機能を強化していく必要がある。
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